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❶へいじろう

　

令
和
8
年
熊
本
地
震
に
お
い
て
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

連
日
の
猛
暑
の
中
で
の
停
電
や
断
水
は
命
に
関
わ
る
極
め
て
深

刻
な
事
態
で
あ
り
、
一
刻
も
早
い
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
と
被
災
地
の

安
全
確
保
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
状
況

の
中
、
熊
本
と
関
連
の
あ
る
本
院
職
員
の
ご
家
族
や
ご
親
族
に

被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
ず
は
深
く
安
堵
し
て
い
ま
す
。

 　

さ
て
、
種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
10
年
前
の
熊
本
地
震
と

同
様
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
出
動
し
ま
し
た
。
停
電
や
断
水
が
続
き
、
と

く
に
猛
暑
と
い
う
極
め
て
過
酷
な
環
境
下
で
の
活
動
と
な
り
ま

す
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
と
っ
て
災
害
医
療
の
専
門
家
チ
ー
ム

の
到
着
は
ど
れ
ほ
ど
心
強
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

 　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（Disaste
r M

e
dic

al A
ssistan

c
e
 T

e
am

：
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
）
の
役
割
や
具
体
的
な
業
務
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に

紹
介
し
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
大
規
模
災
害
や
大
事
故
な
ど
の
現

場
に
お
い
て
、
急
性
期

（
概
ね
発
災
後
48
時
間
以
内
）
に
活
動

で
き
る
機
動
性
を
持
っ
た
、
専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た
医
療
チ
ー

ム
で
す
。

髙 尾 院 長 の 講 話 よ り 

”令和8年熊本地震へのDMAT派遣“ 

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
「
す
べ
て
は
被
災
者
の
た
め
に
」
の
理
念
の
下
、
主
に
以
下

の
業
務
を
担
い
ま
す
。

現
場
活
動

（
救
命
・
ト
リ
ア
ー
ジ
）
：

現
場
活
動

（
救
命
・
ト
リ
ア
ー
ジ
）
： 

災
害
現
場
や
救
出
作
業
の
最
前
線
で
、

多
数
の
傷
病
者
の
中
か
ら
治
療
の
優
先
順
位
を
決
め
る
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行

い
ま
す
。

病
院
支
援
：

病
院
支
援
： 

被
災
地
域
内
の
病
院
の
指
揮
系
統
の
下
に
入
り
、
院
内
で
の

ト
リ
ア
ー
ジ
や
診
療
補
助
、
重
症
患
者
の
搬
送
手
配
な
ど
を
行
い
ま
す
。

医
療
搬
送

（
広
域

・
域
内
）
：

医
療
搬
送

（
広
域

・
域
内
）
： 

被
災
地
内
の
病
院
で
は
対
応
が
困
難
な
重

症
患
者
を
、
被
災
地
外
の
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

情
報
収
集
と
連
携
・
後
方
支
援
：

情
報
収
集
と
連
携
・
後
方
支
援
：  

広
域
災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ

Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
な
ど
を
活
用
し
、
被
災
地
の
医
療
機
関
の
被
害
状
況
や
患
者
の
受

け
入
れ
態
勢
な
ど
の
情
報
を
収
集

・
共
有
し
ま
す
。

自
己
完
結
型
の
活
動
：

自
己
完
結
型
の
活
動
：  

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
基
本
的
に
自
己
完
結
型
で
活
動
す
る
訓

練
を
受
け
て
お
り
、
食
事
等
の
手
配
は
自
ら
行
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
は
野
田
健
仁
医
師/

園
田
満
治
看

護
部
長/

塩
崎
光
治
係
長/

田
上
俊
輔
看
護
師/

能
野
明
美
看
護
師/

上

妻
友
紀
臨
床
工
学
技
士
の
6
名
で
す
。

　

離
島
か
ら
出
動
す
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
の
活
動
を
私
た
ち
は
誇
り
に
思
い
ま

す
。



❷へいじろう

　

大
腸
は
約
1.

5
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
長
い

臓
器
で
す
。
主
に
水
分
の
吸
収
を
行
い
、

便
を
作
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
に
発
生
す
る
が
ん
に
つ
い
て
、
ま
た

早
期
発
見
の
大
切
さ
や
内
視
鏡
検
査
、
治

療
に
つ
い
て
、
お
伝
え
し
ま
す
。

　

男
性
の
約
10
人
に
1
人
、
女
性
の
約
12
人
に
1
人
が
、
一
生

の
う
ち
に
大
腸
が
ん
と
診
断
さ
れ
ま
す
。
が
ん
全
体
で
の
死

亡
数
で
み
る
と
、
大
腸
が
ん
は
男
性
の
2
位
、
女
性
の
1
位

と
な
っ
て
い
ま
す

（
年
間
で
男
性
約
2
万
8
千
人
、
女
性
で
約

2
万
5
千
人
が
、
大
腸
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
）
。

　

生
活
習
慣
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
喫
煙
、
飲
酒
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
特
に
1
日
あ
た
り
20
本
以
上
喫
煙
す
る
と
、
大

腸
が
ん
の
リ
ス
ク
は
、
吸
わ
な
い
人
に
比
べ
て
男
性
で
約
20
％
、

女
性
で
約
40
％
増
加
す
る
と
さ
れ
ま
す
。
他
に
も
、
肥
満
、

食
生
活

（
赤
身
肉
や
加
工
肉
の
摂
り
過
ぎ
）
が
リ
ス
ク
を
上

昇
さ
せ
る
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
に
罹
患
し
て
も
、
早
期
に
は
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
進
行
す
る
と
、
血
便
や
貧
血
、
便
が
細
く

な
る
等
の
症
状
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
進
行

し
て
、
腸
閉
塞

（
ち
ょ
う
へ
い
そ
く
）
の
状
態
と
な
っ
て
か
ら
発

覚
す
る
場
合
も
あ
り
、
緊
急
で
の
治
療

（
人
工
肛
門
の
造
設
等
）

が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

消化器内科 徳田弘幸先生より

大腸がんについて
は
じ
め
に

頻
度

リ
ス
ク

症
状☆

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
要
因
に
気
を
つ
け
、
食
物
繊
維

や
野
菜
等
を
取
り
入
れ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、

適
度
な
運
動
が
、
生
活
習
慣
に
お
い
て
は
大
切
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

は
や
い
段
階
、
無
症
状
の
段
階
で
発
見
さ
れ
た
場
合
、
治
癒
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
5
年
相
対
生
存
率
は
、
ス
テ
ー
ジ
1
で
98
％
、
ス
テ
ー
ジ
2

で
90
％
、
ス
テ
ー
ジ
3
で
85
％
、
ス
テ
ー
ジ
4
で
は
23
％
と
変
化
し
ま
す
。

早
期
が
ん
の
う
ち
に
発
見
し
て
治
療
す
る
こ
と
が
、
重
要
で
す
。

　

検
診
で
の

「
便
潜
血

（
べ
ん
せ
ん
け
つ
）
検
査
」
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

便
を
採
取
し
、
血
液
の
成
分
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
を
調
べ
ま
す

（
ポ
リ
ー

プ
や
が
ん
が
あ
る
と
、
便
と
擦
れ
た
と
き
に
血
液
が
付
着
す
る
、
と
い
う

原
理
で
す
）
。

　

40
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
、
お
住
ま
い
の
自
治
体
で
の
検
診
や
、
企
業
の

検
診
な
ど
で
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

便
潜
血
検
査
で
陽
性
と
な
っ
た
場
合
や
、
血
便
、
便
が
細
い
な
ど
の
症
状

が
あ
る
場
合
、
内
視
鏡
で
の
検
査
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

　

内
視
鏡
は
約
1
メ
ー
ト
ル
程
の
長
さ
で
す
。
内
視
鏡
を
た
だ
押
し
進
め
て

い
く
と
、
長
さ
が
足
り
な
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
強
い
痛
み
も
伴
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
内
視
鏡
の
手
元
の
細
か
い
操
作
に
よ
り
、
腸
を
手
繰
り
寄
せ

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

早
期
発
見
の
大
切
さ

早
期
発
見
の
た
め
に
『便
潜
血
検
査
』

内
視
鏡
検
査
（
大
腸
カ
メ
ラ
）に
つ
い
て

☆

「
便
潜
血
検
査
」
に
よ
り
、
進
行
が
ん
の
90
％
以
上
、
早

期
が
ん
の
約
50
％
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
便
潜
血
検

査
を
毎
年
受
診
し
た
場
合
は
、
大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
を
、 

33
％
減
少
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
内
視
鏡
検
査
に
つ
い
て

よ
り
詳
し
く
、
ま
た
大
腸
が
ん
の
治
療
な

ど
に
つ
い
て
、
説
明
し
ま
す
。



❸へいじろう

　

検
査
の
前
に
は
、
食
事
や
普
段
の
飲
み
薬
へ
の
注
意
、
腸
の
中
身
を
き
れ

い
に
す
る
下
剤
な
ど
が
必
要
で
す
。
当
院
で
は
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
外

来
で
看
護
師
か
ら
説
明
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

検
査
時
間
は
20
分
～
40
分
程
度
で
す
。
検
査
中
の
症
状
に
応
じ
て
、
痛

み
止
め
の
点
滴
や
、
眠
た
く
な
る
お
薬
の
注
射
な
ど
も
、
行
っ
て
お
り
ま

す

（
お
腹
の
手
術
歴
が
あ
る
方
は
、
腸
の
癒
着

（
ゆ
ち
ゃ
く
）
の
影
響
で
、

痛
み
が
強
く
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

　

ま
た
こ
の
後
に
記
載
し
ま
す
が
、
検
査
中
に
ポ
リ
ー
プ
切
除
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
経
過
観
察
目
的
で
の
入
院
を
提
案
さ
せ
て

頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

内
視
鏡
検
査
で
ポ
リ
ー
プ
や
が
ん
を
疑
う
病
変
を
発
見
し
た
と
き
、
形

や
大
き
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
ズ
ー
ム
し
て
表
面
の
模
様
や
血
管
も
観
察
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
病
変
の
深
さ
や
治
療
の
必
要
性
等
を
判
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
生
検

（
せ
い
け
ん
）
と
い
っ
て
組
織
の
一
部
を
採
取
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
顕
微
鏡
で
確
認
す
る
こ
と

（
病

理
組
織
検
査
）
で
、
最
終
的
な
診
断
を
行
い
ま
す
。

　

が
ん
が
判
明
し
た
場
合
、
Ｃ
Ｔ
検
査
等
で
、
転

移
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。
病
変
の
深
さ
や
周
り
の

リ
ン
パ
節
へ
の
転
移
、
大
腸
以
外
の
臓
器
へ
の
転
移

等
を
も
と
に
、
ス
テ
ー
ジ
を
決
定
し
ま
す
。

　

治
療
に
は
主
に
、
手
術
や
薬
物
療
法

（
抗
が
ん

剤
等
）
、
内
視
鏡
治
療
が
あ
り
ま
す
。

　

内
視
鏡
治
療
の
適
応
と
な
る
の
は
、
粘
膜
に
と

ど
ま
る
が
ん
、
粘
膜
下
層
へ
の
軽
度
浸
潤
が
ん
、

と
な
り
ま
す
。

内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
と
き
に

内
視
鏡
検
査
で
の
診
断
方
法

大
腸
が
ん
の
診
断
、治
療

　

早
期
の
が
ん
以
外
に
、
ポ
リ
ー
プ
に
も
内
視
鏡
治
療
の
適
応
と
な
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
腺
腫

（
せ
ん
し
ゅ
）
と
い
う
良
性
の
腫
瘍
で
す
が
、
あ
る

程
度
の
大
き
さ
に
な
る
と
が
ん
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
す
。

　

処
置
や
入
院
期
間
が
短
期
で
済
む
点
が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

注
意
点
と
し
て
は
、
穿
孔

（
穴
が
あ
く
こ
と
）
や
遅
発
性
出
血

（
処
置
後

数
日
経
過
し
て
か
ら
の
出
血
）
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
切
除
し
た
病
変
を
病
理
検
査
で
調
べ
て
、
粘
膜
下
層
の
深
く
ま
で

入
り
込
ん
で
い
る
と
判
明
し
た
場
合
は
、
リ
ン
パ
節
転
移
の
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
外
科
的
な
追
加
切
除

（
手
術
）
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
や
内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
術

（
Ｅ
Ｍ
Ｒ
）

と
い
う
方
法
で
切
除
を
行
い
ま
す
。
ス
ネ
ア
と
い
う
リ
ン

グ
状
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
、
ポ
リ
ー
プ
に
か
け
切
除
す
る
も

の
で
す
。
ワ
イ
ヤ
ー
を
か
け
た
後
に
電
気
を
流
し
て
切

除
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

切
除
の
際
に
、
患
者
さ
ん
が
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
は

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
切
除
時
わ
ず
か
に
出
血
を
伴
う
た

め
、
ク
リ
ッ
プ
を
使
っ
て
止
血
を
行
い
ま
す
。

内
視
鏡
治
療
の
適
応

内
視
鏡
治
療
の
特
徴
と
し
て

内
視
鏡
治
療
の
実
際

腫
瘍
性
ポ
リ
ー
プ
を
切
除
す
る
こ
と
で
、
大
腸
が
ん
罹
患

（
り

か
ん
）
率
を
76
～
90
％
減
少
さ
せ
、
死
亡
の
リ
ス
ク
が
53
％

低
下
す
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

当
院
で
は
年
間
約
７
６
０
件
の
大
腸
内

視
鏡
検
査
を
、
ま
た
約
１
８
０
件
の

ポ
リ
ー
プ
切
除
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

気
に
な
る
症
状
や
検
査
希
望
が
あ
る

際
に
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 (

文
責
）

　

消
化
器
内
科

　
　
　
　

徳
田
弘
幸
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鹿児島県医師会長賞 （看護業務功労）

受賞されました

　めいろうこども園七夕訪問

　

今
回
、
鹿
児
島
県
医
師
会
長
感
謝
状

（
看
護
業
務
功
労
）

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
、
就
職
し
て
か
ら
約
35
年
、

当
院
に
入
職
し
て
か
ら
28
年
10
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
勉
強
を

続
け
た
い
、
就
職
率
が
い
い
と
い
う
現
実
的
な
事
で
看
護
学
校

に
す
す
み
、
神
奈
川
県
川
崎
市
の
病
院
に
就
職
し
て
7
年
間
働

き
ま
し
た
。
他
の
兄
弟
が
島
外
に
出
て
、
親
元
に
誰
も
い
な
く

な
り
種
子
島
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

28
年
経
過
す
る
と
病
院
の
色
々
な
変
化
や
出
来
事
を
見
て
き

ま
し
た
。
4
階
に
職
員
食
堂
が
あ
っ
た
り
、
病
棟
全
体
を
丸
ご

と
入
れ
替
え
た
り
、
水
害
で
夜
間
に
わ
ら
び
苑
入
所
者
を
リ
ハ

ビ
リ
室
に
搬
送
し
た
こ
と
、
一
番
変
わ
っ
た
こ
と
は
病
院
名
が

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
に
か
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
今
回
の
表
彰

を
頂
け
た
の
も
一
緒
に
働
き
、
励
ま
し
て
い
た
だ
き
28
年
た
ず

さ
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
病
院
ス
タ
ッ
フ
皆
様
の
お
陰
だ
と
思
い
ま

す
。
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
山　

君
代

田上理事長　　　中山君代さん

　

め
い
ろ
う
こ
ど
も
園
の
園

児
の
皆
さ
ん
が
当
院
を
訪

問
し
、
来
院
さ
れ
た
皆
さ

ん
へ
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
を

披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

園
児
た
ち
は
お
そ
ろ
い
の

体
操
服
で
元
気
よ
く
登
場
。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
歌
い
、
か

わ
い
ら
し
い
振
り
付
け
に
院

内
は
自
然
と
笑
顔
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
や

職
員
か
ら
は
温
か
な
拍
手

が
送
ら
れ
、
手
拍
子
を
し

な
が
ら
一
緒
に
楽
し
む
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
園
児
の
皆
さ
ん
と

病
院
職
員
で
記
念
撮
影
を

行
い
、
七
夕
飾
り
の
前
で

た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
ま
し
た
。

　

園
児
の
皆
さ
ん
の
元
気

な
歌
声
と
明
る
い
笑
顔
は
、

患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
職

員
に
も
大
き
な
元
気
と
癒

や
し
を
届
け
て
く
れ
ま
し

た
。

　

め
い
ろ
う
こ
ど
も
園
の
皆

さ
ん
、
こ
の
た
び
は
素
敵

な
七
夕
訪
問
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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2 階看護師小小
お み が わお み が わ

見川見川  友友
ゆ りゆ り

里里です
出身地 ： 千葉県
趣味 ： 写真、 旅行、 グルメ、 温泉
サウナ、 スノーボード、 サーフィン
種子島の医療に貢献できるようがん
ばります。

3 東看護師山山
や ま だや ま だ

田田  芙芙
ふ ゆ かふ ゆ か

柚果柚果です
出身地 ： 岡山県倉敷市
趣味 ： ギター、 カメラ
日々の業務も島の生活も全力で楽し
みます。 未熟ですがよろしくお願いし
ます。

3 西看護師坂坂
さ か も とさ か も と

本本  玲玲
れ なれ な

奈奈です
出身地 ： 生まれは栃木、 育ちは神奈川
趣味 ： 音楽鑑賞、 スポーツ観戦
　　　   子供と遊ぶこと
子供と 2 人で移住してきました。 今まで
経験してきた事を一層強められるように患
者さんが安心して入院生活を送れるよう介
入 ・ 援助していきたいです。 大自然の中
で生活が楽しみです。 よろしくお願いしま
す。

4 階看護師山山
やまぐちやまぐち

口口  朋朋
と も かと も か

花花です
出身地 ： 宮崎県
趣味 ： アロマセラピー
夫の転勤や子育てでしばらく看護というもの
に離れていました。 久しぶりの病棟での仕
事は不安もありますが、 好きな仕事なのでワ
クワクした気持ちもあります。 患者様に温か
い看護を届けられるように頑張りたいと思い
ます。

2 階看護師玉玉
た ま し ろた ま し ろ

城城  菜菜
な つ みな つ み

摘摘です
出身地 ： 沖縄県
趣味 ： 映画、 旅行、 アウトドア
仕事にも一生懸命取り組みながら、
種子島での生活もたのしみたいと思
います。

2 階看護師中中
なかじまなかじま

島島  更更
さ ら ささ ら さ

紗紗です
出身地 ： 岩手県
趣味 ： 好きなアイドルのライブに行くこと
種子島での生活が楽しみです！
おすすめのお店やスポットがあったら教え
て下さい。

透析室看護師髙髙
たかまつたかまつ

松松  佳佳
よしふみよしふみ

史史です
出身地 ： 福岡県
趣味 ： 釣り、 旅行、 野球観戦
これまで様々な島を訪れ、 離島医療
について学んできました。 種子島でも
これまでに培った知識と技術を発揮で
きるよう、 精一杯努めて参ります。

ナースエイド菅菅
か ん のか ん の

野野  扶扶
ふ ゆ みふ ゆ み

由美由美です
出身地 ： 東京都
趣味 ： 海を見に行くこと
病院での仕事は初めてです。 早く慣れ
るよう頑張ります。 よろしくお願い致しま
す。

作業療法士佐佐
さ さ きさ さ き

々木々木 ゆき ゆきです
出身地 ： 愛知県
趣味 ： ヨガ、 美味しいもの探し　　　
　　我が子の種子島留学をきっかけ
に、 島が大好きになりました。 島在
住 3 年目です。この３年間、島の方々
の優しさに支えられてきました。 皆様
に少しでも恩返しができればと思い、
入職を決意しました。 どうぞよろしく
お願い致します。
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社会医療法人義順顕彰会

 　種子島医療センター
理事長　田上寛容
病院長　髙尾尊身

〒８９１－３１９８
鹿児島県西之表市西之表 7463

TEL （ﾅﾋﾞﾀﾞｲﾔﾙ） ０５７０－０９０９６０
FAX （代） ０９９７－２２－１３１３

E-mai l ;master@tanegashima-mc. jp
HP;http ://www.tanegashima-mc. jp/

種子島医療センター　理念

島民の皆様に愛され
　 信頼される病院

私たちは、 思いやりの心と
技術を研鑽する真摯な姿勢で

豊かな地域医療の向上に努めます。  

理学療法士野野
の まの ま

間間  広広
こ う だ いこ う だ い

大大です
出身地 ： 鹿児島
趣味 ： 釣り、 野球
一生懸命頑張ります。 よろしくお願
い致します。

用度管理室園園
そ の だそ の だ

田田  周周
し ゅ う じし ゅ う じ

治治です
出身地 ： 西之表市
趣味 ： ウォーキング、 欧州サッカー観戦
医療に直接携わりませんが、 皆さんの下
支えを早く出来る様に頑張ります。

用度管理室藤藤
ふ じ さ きふ じ さ き

﨑﨑  明明
あ す なあ す な

日菜日菜です
出身地 ： 中種子町
趣味 ： 音楽鑑賞
一つひとつ丁寧に仕事をこなし、 病
院に貢献できるよう精一杯頑張りま
す。


